
抽象的に表現するということは、私たちの周りに広がる様々な形や色の視覚的情報から自分の表現に適したものを抽出して構成することである。私たちが何かを
表現したいと思う時、その内容はさまざまである。しかし、それをかたちあるものに表わすには視覚的な効果として材料の操作が必要である。感じ取ったことを
表すことは、私たちが印象などとして言葉にすることと大差はない。言葉のボキャブラリーが豊かであればあるほど、その印象が鮮やかになるのと同様、材料体
験の種類や効果の引き出しが豊かであるほど、抽象的な表現は奥深いものとなる。言葉には限りがあるが造形の要素は無限にあり、自分の感じ取ったことを表す
方法は、自分の納得のいくまで探るよりほかない。材料体験を豊かにし、形や組み合わせ、色合いなどが「いいな」と思う瞬間を大切にし、新たな造形の可能性
を探ってほしい。
今回、子どもたちの材料体験を豊かにする上で、材料の性質に注目することで道具の扱い方や造形活動の広がりに多様なヴァリエーションがあることを教師が理
解でき、それらを授業作りに行かせることの出来るような材料分類表を作成した。材料分類表では、素材をその見た目の形状から分類するのではなく、下記の造
形に関わる３つの要素「構造」「テクスチャー」「表面相」から分類した。

『構造』
それ自体を成り立たせ
ている不変のもの、
紙の繊維や
金属の結晶など

『テクスチャー』
自然の持つ表面
の表情、
人の顔のしわ、
表皮など

『表面相』
外部的な要因に
よって、素材の表
面に生じる変化

図画工作科で扱う材料による分類表

それぞれの材料が、構造をもつ材料、テクスチャーをもつ材料、表面相を作り得る
材料であるかを判断し、○、△、Ｘをつけた。

抽象表現初級コースにおける材料体験の課題と成果


